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（円）

今
更
聞
け
な
い
！

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
っ
て
何
？

全
国
か
ら
応
援

さ
れ
て
い
ま
す
！

H 2 0

1億

1.5億 1.4 億1.4 億

5.5千万

急増！

10万

1.5 億

5千万

0
R 1 R 2 R 3 R 4

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
住
民
票
を
置

い
て
い
る
自
治
体
以
外
で
、
応
援
し
た

い
自
治
体
や
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
自

治
体
に
「
寄
付
」
を
す
る
こ
と
で
そ
の

自
治
体
の
取
組
や
事
業
の
応
援
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
寄

付
額
の
う
ち
2,
0
0
0
円
を
差
し
引

い
た
額
が
翌
年
の
所
在
地
の
あ
る
税
務

署
に
納
め
る
所
得
税
、
住
民
票
を
置
く

自
治
体
に
納
め
る
住
民
税
か
ら
原
則
全

額
が
控
除
さ
れ
（
収
入
や
家
族
構
成
等

に
よ
り
一
定
の
上
限
が
あ
り
ま
す
）、

そ
の
地
域
の
特
産
品
な
ど
が「
返
礼
品
」

と
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

「自治体におけるふるさと納税の運用制度」
・返礼品は寄付額の３割以内の価格であること
  地域内で収穫、製造、加工されたものであることなど地場産品基準に適しているもの
・返礼品代や送料等を合わせたふるさと納税の募集に係る経費は寄付額の５割以下にする
　ことなど、全国一定の基準の中で運用することが義務付けられています。
本村では、2019～2021年度まで返礼品代金は 3 割以内としつつも、その他経費が嵩んだことで
募集に係る経費が 5 割を超過していましたが、国からの助言を受け2022年度には基準内での運用が
行われるよう改善しています。

　

西
粟
倉
村
が
取
り
組
む
数
々
の
事
業
の

中
で
西
粟
倉
村
ふ
る
さ
と
応
援
金（
ふ
る
さ

と
納
税
）
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

な
が
ら「
ふ
る
さ
と
納
税
」っ
て
よ
く
聞
く

け
れ
ど
、
西
粟
倉
村
に
は
ど
れ
く
ら
い
の

寄
付
が
集
ま
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
返
礼

品
は
何
が
あ
る
の
？
集
ま
っ
た
寄
付
金
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
等
、
気
に
な
る
点

が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
ふ
る

さ
と
納
税
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
情
報
を

2
ヶ
月
に
分
け
て
お
伝
え
し
ま
す
。今
月

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
し
く
み
を
始
め
、
寄

付
金
が
西
粟
倉
村
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
平
成
20 

年
当
初
か
ら
、
納
税
の
窓
口
と

な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
た
り
、

村
内
で
事
業
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
返
礼
品
の
種
類
を
増

や
す
こ
と
で
、
令
和
２
年
度
に
は
1
億
円

を
突
破
し
、
令
和
４
年
度
で
は
、
1
億

4
3
2
0
万
3
0
0
0
円
／
6
5
4
7
件

が
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
集
ま
り
ま
し
た
。

全
国
の
西
粟
倉
フ
ァ
ン
と
む
ら
づ
く
り

今
月
の
テ
ー
マ

【３万円の寄付があった場合】

※本村では令和 4年度より
返礼品代金と送料が合わせて寄付額の
35%以下、残りの経費（サイト利用料等）が
15%以下になるよう設定しています。

最大で９,０００円相当
（３０％）の返礼品代金

むらづくり基金へ
積み立て

返礼品送料

ウェブサイト
利用料など

最大で1万 5,000円
（５０％）が経費となる

1万 5,000円（５０％）
以上が村の基金となる

・ポータルサイトの増！
・お米が主力の返礼品に！



村のここを応援したい！
ふるさと納税として寄付する際に、寄付金 の使い道を指定することが
できます。本村では次の９つの項目から選ぶことができます。

⇒ふるさと納税で寄せられた西粟

倉応援金は、一度「むらづくり基金」

へ積み立て、基金を取り崩しながら

活用されます。

むらづくりの一部に！

⑤ 

村
民
が
自
主
的
に
実
施
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
事
業
の
補
助
や
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
の
推
進

④ 

学
ぶ
心
を
培
い
豊
か
な
人
間
性
を

   

育
む
た
め
の
取
組

② 

環
境
モ
デ
ル
都
市
構
想
に
よ
る
低
炭
素
な
村
づ
く
り

　
　
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
の
取
組　

①
「
百
年
の
森
林
構
想
」
に
よ
る

   

森
林
整
備
の
推
進

③ 

安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
と

　
　

農
業
者
を
支
援
す
る
事
業⑦ 

安
全
と
安
心
が
確
保

   

さ
れ
る
潤
い
の
あ
る
事
業

⑧ 

地
域
存
続
の
た
め
の
移
住
・
定
住
や

   

起
業
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組

⑨ 

使
途
を
限
定
し
な
い

⑥ 

健
や
か
に
充
実
し
て

   

暮
ら
せ
る
た
め
の
取
組

若者等の移住・

定住の促進、

起業や創業の支援

保健・医療・

福祉の推進、

子育て支援

交通安全・防犯・

防災体制の強化、

環境美化の推進

村長が必要と認める取組に活用

上質な田舎づくりの実現の

ための取り組み

単位：万円

自然保護経常管理費

木育推進事業

農業振興臨時管理費

農業総務経常管理費

46.2

再エネの最大限導入計画策定事業

30.9

西粟倉村社会福祉
協議会補助金

交通安全対策経常管理費

・タクシー利用助成

・駒の尾山
　休憩舎の修繕等

・ふるさと納税米倉庫電気代

・あわくら温泉元湯屋根修繕
・あわくらんどトイレ修繕

・ふるさと納税米倉庫フォークリフト購入

37

行政ポイント付加サービス事業
（あわくらポイント） 

291.5 308

173.1

360

365.9

低炭素な村づくり補助事業

95 高性能林業機械整備事業

100

村有施設管理事業

865

ふるさとの魅力を創造する取組

789

推進交付金・関係人口創出
プラットフォーム構築事業

 ・一般財団法人西粟倉むらまるごと
研究所と地域課題解決について実証

500
文書広報経常管理費

・ホームページリニューアル
・広報製作費用等

・村の産物、特性を活かした関係人口
　の創出

668
西粟倉百年の森林でんき

株式会社出資金

228.8

令和４年度は 4858万 4,000円を事業の財源として活用しました。

次号 8 月号では、返礼品についてお伝えします。

2 億

単位：円

1.5億

1億 6,767万

474万 1,146万 2,120万
4,858万

1億1,818万

1億6,968万 1億 6,687万

5 千万

0
R 1 R 2 R 3 R  4

取り崩し額

基金の残高

教育の充実、生涯学習・

生涯スポーツの推進、

木育の推進、

芸術・文化の振興



あわくら会館 で「生きるを楽しむ」様子を紹介
17日（月）・31日（月）館内整理日  

　今年も夏休みのイベント企画をやります！詳細は後日、
フェイスブックや館内ポスターでお知らせします。お楽
しみに！

5／30（火）～6/2（金）中学生が職場体験にやってきました！

＜ＢＡＳＥ101％図書館で館長の寺井紀子さんにインタビュ
ー！＞

Q.むらまるごと図書館を始めたきっかけは何ですか？
A．「店をオープンしたときにゆっくり過ごしてもらうため
に図書館を作りました。」

Q,どのようなことをしているのですか？
A．「二ヶ月に一回図書館に行って季節やテーマに合った本
を選んで置いています。」

Q.むらまるごと図書館をやっていて良かったことは何ですか？
A．「料理の待ち時間にお母さんと子どもが楽しそうに一緒
に本を読んでいることです。」

Q.どのような本がありますか？ 
A．「今だと、「水がなくなるとどうなるの？」などの真剣
な本から「みずたまりちゃん」などの小さい子でも読める本
まであります。」

Q.図書館のテーマの決め方は何ですか？
A.「季節や食べ物などの自分の好きな物などからテーマを選
んでいます。」　　　

職 場 体 験 企 画

「密告せよ!! キーワードハンター inあわく
ら会館」（仮）
職場体験に来てくれた高木陽翔さんによる
企画です。「スポーツが好きなので、村民
に運動する機会をつくりながら、会館につ
いても知ってほしい」とのコメントをいた
だきました。詳細は村内小学校や中学校、
館内でお知らせします。

　 初発刊から３５年以上たち、現在で全７２巻の刊行とな
る『かいけつゾロリ』（原ゆたか作/ポプラ社）。あわく
ら図書館でも大人気の作品です。おうちにねむっているゾ
ロリがあればぜひご寄贈ください。

『かいけつゾロリ』の本、寄贈募集中です

※あわくら会館イベントの詳細は別紙チラシをご覧ください。

図書館の新刊案内

『名探偵のままでいて』
小西マサテル／著　宝島社

第21回『このミステリーが
すごい!』大賞受賞作。「認
知症の老人」が「名探偵」
たりうるのか? 認知症の祖父
が安楽椅子探偵となり、孫
娘の持ち込む様々な「謎」
に挑む。日々の出来事の果
てにある真相とは?

『発酵×薬膳』
大竹宗久／著　三笠書房

むくみ・ほてり、冷え性、
便通改善…、気の流れを整
え不調知らずの体になる！
毎日簡単に取り入れられ、
続けるから効果倍増！毎日
を元気に明るく過ごすため
に、発酵×薬膳から生み出
された、細胞が喜ぶ最強レ
シピ！

『ポール・ヴァーゼンの植物標本』
ポール・ヴァーゼン／著　リトルモア

まるで絵を描くように、枝
葉や花片がていねいに台紙
に配置され、ごく小さな薄
紙で留められている、あま
りに美しい植物標本の数々
…。美しい標本と、胸をし
めつける堀江敏幸の掌編と
の二重奏です。

『小学生の合気道上達のポイント』
メイツ出版

合気道は身体を強くするだ
けでなく、同時に心も強く
します。
このあたりに「本当の強さ」
の秘密があります。そして、
みなさんが将来ぶつかる困
難を乗り越える時にも必ず
役立つはずです。

一般書 一般書

一般書 児童書

お問い合わせ先　　あわくら会館・図書館 TEL ０８６８-７９-２１１６　教育委員会事務局　TEL 0868-79-2216

図書館の
おやすみ

ご利用案内
あわくら会館 開館時間        ８：３０～２２：００ 
あわくら図書館 開館時間     １０：００～ １８：００
図書館の休館日：祝祭日、毎月最終月曜、年末年始

7月

※ 書籍の情報は版元ドットコムHPより

子ども向け夏休みイベントやります！

    

「スポーツが好きな
あなたに!!」
展示しました

インタビュアーは
髙木陽翔さんです。

ＢＡＳＥ101％図書館

夏
休
み
も
い
っ
ぱ
い

本
を
読
む
ん
じ
ゃ



田
ん
ぼ
で
泥
遊
び

 

春
か
ら
そ
ら
ぐ
み
が
園
庭
の
プ
ラ
ン
タ
ー

や
花
壇
に
夏
野
菜
や
夏
を
彩
る
ヒ
マ
ワ
リ
な

ど
を
植
え
、水
や
り
な
ど
お
世
話
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。ま
た
保
育
士
と
一
緒
に
、
雑
草
を

一
生
懸
命
抜
い
て
く
れ
る
の
で
い
つ
も
花
壇

は
き
れ
い
で
す
。毎
日
野
菜
や
花
を
観
察
し
、

「
黄
色
の
花
が
咲
い
た
よ
」「
赤
ち
ゃ
ん
き
ゅ
う

り
が
な
っ
て
い
る
」と
野
菜
の
生
長
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
や
っ
と
大
き
く
な
っ
た
き
ゅ
う
り

を
朝
登
園
し
て
す
ぐ
収
穫
し
、給
食
室
に
持
っ

て
い
き
ま
し
た
。早
速
給
食
に
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

き
ゅ
う
り
と
サ
ラ
ダ
が
用
意
さ
れ
、パ
リ
ポ
リ

と
美
味
し
い
音
を
立
て
て
味
わ
い
ま
し
た
。

　
普
段
口
に
す
る
野
菜
が
、土
の
中
に
植
え
た

苗
か
ら
生
長
す
る
不
思
議
さ
や
、生
長
す
る
過

程
を
知
り
、自
分
た
ち
で
育
て
た
と
い
う
達
成

感
か
ら
苦
手
な
野
菜
も
食
べ
ら
れ
る
な
ど
食

べ
物
へ
の
興
味
、関
心
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

き
ゅ
う
り
が
出
来
た
よ
‼
お
い
し
い
ね
！

　
Ｇ
Ｗ
明
け
の
あ
る
晴
れ
た
日
、
河
野
玲
さ
ん

の
田
ん
ぼ
に
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

汚
れ
て
も
い
い
服
を
着
て
、
や
る
気
満
々
の

子
ど
も
た
ち
。
前
日
か
ら
「
早
く
遊
び
た
い

ね
！
」「
田
ん
ぼ
で
泳
げ
る
か
な
？
」
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
い
ざ
田

ん
ぼ
へ
！
始
め
は
お
そ
る
お
そ
る
歩
い
て
い

た
子
ど
も
た
ち
も
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
く
る

と
気
持
ち
が
良
さ
そ
う
に
走
り
回
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。「
あ
っ
！
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が

お
る
！
」「
こ
こ
温
か
い
よ
！
」「
で
も
こ
っ
ち

は
冷
た
い
ね
。」と
素
敵
な
発
見
が
い
っ
ぱ
い
！

ゆ
っ
く
り
と
田
ん
ぼ
に
座
り
込
み
全
身
で
泥

の
感
触
を
感
じ
て
い
る
子
や
泥
合
戦
を
し
て

楽
し
む
子
な
ど
各
々
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
と
の
素
敵
な
交
流
を
す
る
こ
と

が
で
き
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

広報にしあわくら 7 月号　　0809　　広報にしあわくら 7 月号　　



海
事
研
修

   

　

５
年
生
は
、６
月
12
日（
月
）〜
13
日（
火
）に

渋
川
青
年
の
家
で
、
他
校
の
児
童
約
２
４
０

名
の
仲
間
と
共
に
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
宿
泊

を
伴
う
海
事
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
１
日

目
は
、
い
か
だ
遊
び
や
カ
ッ
タ
ー
こ
ぎ
、
貝

殻
の
木
製
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
カ
ッ
タ
ー
こ
ぎ
で
は
、
玉
野
市

立
築
港
小
学
校
と
合
同
で
行
い
ま
し
た
。
始

め
は
、
櫂
の
動
き
が
合
わ
ず
な
か
な
か
前
に

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
何
度
も
練

習
し
た
り
、
お
互
い
の
学
校
同
士
で
励
ま
し

合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
動
き
が
合
い
、
ど
ん

ど
ん
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
地
引
き
網
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
鯛
や
ダ
ツ
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
魚
が
網
に
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
か
ら
海
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
大

切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
秩
序
・

友
情
・
実
践
」
の
生
活
信
条
の
も
と
に
、　
み

ん
な
で
協
力
し
て
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
２
日
間
で
し
た
。

２
年
生
職
場
体
験

　
５
月
30 

日
か
ら
６
月
２
日
の
４
日
間
、

西
粟
倉
中
学
校
の
２
年
生
が
職
場
体
験
を
行

い
ま
し
た
。村
内
の
各
事
業
所
に
お
世
話
に
な

り
、一
人
一
人
様
々
な
仕
事
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。５
月
初
め
か
ら
、
各
事
業
所

に
１
人
で
電
話
を
か
け
た
り
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

練
習
や
言
葉
遣
い
の
勉
強
を
し
た
り
と
、
多

く
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
体
験
中
は
、

楽
し
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
働
く
こ
と
の
大
変

さ
や
社
会
の
厳
し
さ
な
ど
も
感
じ
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
に
、
真
剣
に
、
か
つ
楽
し
く

仕
事
を
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
や
各
事
業

所
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
ま
と
め
た
冊
子
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
７
月
初
め
に
は
、
そ
の
完
成

し
た
冊
子
を
用
い
て
１
年
生
と
の
合
同
発
表
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

や
１
年
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
堂
々
と
伝
え

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
完

成
し
た
冊
子
は
村
内
の
多
く
の
場
所
に
置
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
、

２
年
生
の
頑
張
り
を
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

広報にしあわくら 7 月号　　1011　　広報にしあわくら 7 月号　　

か
い
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5月 30日から４日間、西粟倉中学校２年生の生徒が、村内の様々な事業所で職場体験を

 しました。これは、役場へ職場体験に来られた野田紗希さんが、それぞれの職場で頑張り

たいことや、体験を通して感じたことなどについて中学生に取材し、編集をしました。

＼西粟倉幼稚園／

西岡寛太「子どもを泣かせないように注

意した。外でみんなと遊ぶのが楽しかっ

た。」

＼あわくら会館・図書館 ／
高木陽翔「本を本棚に並べて

返すことがたのしかった。接

客を頑張りたい」

＼西粟倉小学校／

小松穂乃果「小学生と

遊べて楽しかった。」

＼BASE101%／
福井小笑「おぼんふき、品だしが楽し

かった。」

＼元湯／

関 伽奈美   「まきわりを
頑張った。布団のシー

ツを敷くのが 楽しかっ

た。」

【西粟倉村役場】

みなさん、私たち中学生に対して優しく接してくださりありがとうございました。

私は、実際現場に行ったりいろんな体験をさしてもらっていろんな事に気が付きました。

1日仕事をしてみてとっても疲れたけどそれを皆さんが毎日していてとてもすごいなと思いました。
体験したことを将来に生かせるように頑張りたいです。

＼西粟倉保育園／

佐藤里織「自分から積極的に

子どもたちとかかわりたい。」

＼西粟倉診療所／

吉竹右恭「目標に向けて学べることを

学びたい」

＼mori no oto ／
岡野ひまわり「新しい

商品の設計をしていて

使いやすいものになれ

るように作りたい。」

＼あわくらサービスステーション／

白籏慎悠「ミスをしないことを頑張り

たい。ガソリンを入れるのが楽しかった。」

＼あるの森／

小松陽葉「クッキーなど作れ

て楽しかった。自分の役割を

しっかりする。」

＼Nest／
青木心美「企画を考える

ことを頑張りたい。」

＼ Socia l  An imal  Bond ／
坂本魅來「高校に犬を連れ

て行って犬は人の癒しにな

ると感じた。」

＼HAZAI  MARKET ／
萩原千陽「野菜の盛り付けが

楽しかった。接客の声を頑張

りたい。」

中 学生職場体験
   　　 5月 30 日（火）～ 6 月 2日（金）

＼あわくらんど／

延東なお「観光客の人と話しながらレジ

打ちをした時が楽しかった。」

＼木薫／

山下叶羽「山に登って仕事を

したのが楽しかった。」

＼黄金泉 ／
野田兜誠    「接客を頑
張る。コミニケーション

能力が上がった。」
【黄金泉】

野田兜誠「接客を頑張る。コミニ

ケーション能力が上がった。」

＼ゆうゆうハウス／

桝岡明生「感謝される時が

嬉しかった。」

編集  野田紗希



災
害
に
関
す
る
情
報
の
見
か
た

村 か ら の お 知 ら せ

総務企画課　79 -2111

〇スマホで防災情報
を確認できます。
西粟倉村公式 L I N E
では、防災情報の収集
に役立つサイトのほか、
村から発信する防災
情報を見ることができ
ます。

〇主な防災気象情報

警　戒
レベル 新たな避難情報等

《警戒レベル４までに必ず避難！》

４ 避難指示 危険な場所から全員避難しましょう。

１ 早期注意情報
最新の気象情報などに留意するなど、災害への心構えを高め
ましょう。（気象庁が発表）

２ 大雨注意報
洪水注意報

避難場所、持出品の確認等、自らの避難行動を確認し災害に
備えましょう。（気象庁が発表）

３ 高齢者等避難 避難に時間のかかる高齢者や障がいのある方は危険な場所から
避難しましょう。

５ 緊急安全確保 すでに安全な避難ができず危険な状態です。近くの安全な
場所、または家の中のより安全な場所に移動しましょう。

警
報
・
注
意
報

注意報 災害が起こるおそれがあるとき

警報 重大な災害が起こるおそれがあるとき

特別警報

土砂災害警戒情報

記録的短時間
大雨情報

現在の降雨がその地域にとって災害の発生につながるような、
数年に一度程度しか観測しない雨量であることを知らせるため
に発表されるものです。

数十年に一度の豪雨や大津波などが予想され、重大な災害の危
険性が著しく高まっているとき

大雨警報が発表され、土砂災害の危険度が高まった場合に、
気象台が都道府県と共同で発表 します。

↑LINE メニューの「防災」から防災情報を確認できます

←L INE アカウントをお持ちの方は、
  ぜひ友だち登録お願いします。

〇 避難情報のポイント   
 　災害が発生する危険性が高まった場合に、警戒レベルとあわせて避難に関する
　 情報をお知らせします。

村 か ら の お 知 ら せ

広報にしあわくら 7 月号　　1415　　広報にしあわくら 7 月号　　
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心
身
障
害
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
公
費
負
担
制
度
に
つ
い
て

村 か ら の お 知 ら せ

保健福祉課　79-2233

１．被保険者証等の発送について
　７月は、すべての保険証（国保高齢受給者証（70～74歳）、国保限度額適用認定証
（毎月の医療費が一定以上かかる方）、後期高齢被保険者証（75歳以上）及び後期高
齢限度額適用認定証）の更新月となります。
　国保限度額適用認定証対象の方には、更新に係る申請書を７月上旬に郵送します。
８月１日以降も必要な方は、窓口で申請をお願いします。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）・
後
期
高
齢
者
医
療（
後
期
高
齢
）に
ご
加
入
の
方
へ

　西粟倉村では、心身に障害のある方やひとり親家庭の方々が安心して治療が受け
られるよう、医療費の負担を軽減するため、治療を受けた際に医療機関に支払う自
己負担額の一部を助成しています。
 新たに申請を受けたい方は、次の要件をご確認のうえ、申請してください。

心身障害者医療

【対象にならない場合】
・65 歳以上で新規に対象の障害等級になられた方、生活保護を受けられている方
・本人と扶養する人の人数に関係する所得が一定以上の方
【申請に必要なもの】
①身体障害者手帳または療育手帳
②印鑑（認印で可）
③同じ世帯で、対象者と同一の医療保険に加入している方全員の被保険者証
④市町村民税・県民税課税証明書（１月１日に西粟倉村に住民票がない場合）

ひとり親家庭等医療

【対象にならない場合】
・前年に所得税（国税）を課せられている場合
・生活保護を受けられている場合
【申請に必要なもの】
① 高等専門学校等に在学している方の学生証など在学
を証明するもの
② 印鑑（認印で可）
③ 同じ世帯で、対象者と同一の医療保険に加入してい
る方全員の被保険者証
④ 市町村民税・県民税課税証明書（１月１日に西粟倉
村に住民票がない場合）　

対象者 内容

右記のいずれかを
持っている方 重度の知的障害者の方（療育手帳Ａ）

身体障害者手帳（1級または2級）

身体障害者手帳（３級）と中度知的障害者（療育手帳Ｂ）の両方

対象者 内容

ひとり親家庭の親 ・配偶者と離別または死別した
・婚姻によらないで母や父になった　など

ひとり親家庭の児童
・生徒

高等専門学校等に在籍し、翌年3月3 1日までに
18歳～20歳になる方

父母のない児童生徒
を養育している配偶
者のない方

保健福祉課　79-2233

種類 有効期限 郵送時期
郵送を希望
しない場合
の連絡期日

備考

国民健康保険

被保険者証 7月31日 7月下旬 7月14日

高齢受給者証 7月31日 7月下旬 7月14日
・70～74歳
・被保険者証と
　一体化

限度額適用認定証 7月31日 － － 申請書のみ発送

後期高齢者
医療保険

被保険者証 7月31日 7月下旬 7月14日 75歳以上

限度額適用認定証 7月31日 7月下旬 7月14日 75歳以上

　※今まで使われていた被保険者証は、各自で処分するか、窓口にお持ち
ください。
　※保険税（料）を滞納している方には、郵送されない場合があります。その
際は、下記窓口までご連絡ください。

資産割 　　　　　　 無 　　    無

均等割 　　　19,000円 20,000円

平等割　　　 16,000円 17,000円

所得割　　　　 3.10%　　　 3.10%

均等割 　　　 9,000円  9,000円

平等割 　　　 7,000円  7,000円

所得割 　　 　　2.20%　　　 2.20%

均等割 　　　 9,000円  9,000円

平等割 　　　 5,000円  5,000円

２．保険料率が変更になりました。 ３．２０２１年 10 月から、マイ
ナンバーカードが健康保険証とし
て利用できるようになりました。

①医療機関や薬局の受付でマイナ
ンバーカードをカードリーダーに
かざします。カードの顔写真を機
器又は職員が目視で確認します。
※医療機関、薬局で対応している
場合のみ利用可
②マイナンバーカードの IC チップ
にある電子証明書により医療保険
の資格をオンラインで確認します。

※利用には事前登録が必要です。
※マイナンバーの 12 桁の数字は
使いません。
詳しくは、保険証更新の際に同封
するチラシをご覧ください。

受
給
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
申
請
後
に
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。

　
ま
た
高
校
卒
業
ま
で
の
児
童
・
生

徒
の
方
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
医
療

費
公
費
負
担
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

医
療
分

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

介
護
納
付
金
分

年度 　　　令和4年度 令和5年度

所得割 　         6.50%    6.60%

村 か ら の お 知 ら せ 村 か ら の お 知 ら せ
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建設課　79-2231 が
ん
検
診
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

村 か ら の お 知 ら せ

産業観光課　79-2230 保健福祉課　79-2233

　

山
村
地
域
の
農
業
は
、
過

疎
化
・
高
齢
化
に
よ
り
農
業

の
担
い
手
が
減
少
す
る
状
況
に

お
い
て
、
食
料
の
安
定
供

給
、
地
域
社
会
の
活
力
の
維

持
、
自
然
環
境
の
保
全
等

の
公
益
的
な
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
の
担
い
手

の
確
保
、
優
良
農
地
の
保
全

に
寄
与
す
る
こ
と
及
び
大
規

模
経
営
農
家
の
育
成
の
た
め

補
助
金
の
交
付
を
実
施
し

ま
す
。

■
交
付
要
件

次
に
掲
げ
る
全
て
の
条
件
を

満
た
す
現
況
水
田
を
対
象
と

し
ま
す
。

①
西
粟
倉
村
農
業
振
興
地
域

整
備　

計
画
に
お
い
て
農
用

■
補
助
金
の
額

1 0
ア
ー
ル
当
た
り
１
０
，
０
０

０
円
（
千
円
未
満
は
切
捨
）

■
申
請
方
法

対
象
の
農
家
へ
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
、
振
込
先
口
座
の
通
帳

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
た
う
え

で
産
業
観
光
課
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

令
和
５
年
９
月
2 9
日
（
金
）

地
区
域
内
に　

あ
る
水
田

②
令
和
５
年
７
月
１
日
現
在

に
お
い
て
、
自
己
所
有
農
地

又
は
農
用
地
利
用
集
積
計
画

等
に
よ
り
５
年
以
上
の
貸
借

契
約
が
設
定
さ
れ
た
水
田

③
水
稲
（
主
食
用
米
、モ
チ
）

及
び
経
営
所
得
安
定
対
策
交

付
金
対
象
品
目
を
作
付
し
て

い
る
水
田

■
交
付
対
象
者

①
村
に
住
所
を
有
す
る
農
業

者
、
又
は
、
村
内
に
事
務
所

を
有
す
る
事
業
者

②
経
営
現
況
水
田
面
積
が
6 0

ア
ー
ル
以
上

③
申
請
日
以
前
の
村
税
及
び

使
用
料
に
滞
納
が
な
い
者

令
和
５
年
度　

水
田
農
業
担
い
手
育
成
奨
励
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

医
療
機
関
で
「
乳
が
ん
検
診
」「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」「
胃
が
ん
検
診
」

「
大
腸
が
ん
検
診
」「
肺
が
ん
検
診
」「
Ｃ
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」

を
受
け
ら
れ
た
方
の
検
診
費
用
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
診
受
診
時
に
検
診
費
用
の
全
額
を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
そ
の
後
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

こ
の
４
月
に
実
施
し
た
、『
介

護
予
防
日
常
生
活
圏
域
・
ニ
ー

ズ
調
査
』
で
は
、
た
く
さ
ん
の

方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
４
３
９
名
の
方
に
お
配
り

し
、
約
３
０
０
名
の
方
に
ご
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
調
査
内
容
が

多
岐
に
わ
た
り
、
項
目
も
多
く
、

大
変
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
貴
重
な

ご
意
見
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ご
回
答
を
と
り
ま

と
め
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
介
護
保
険
事
業
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
（
も
し
、

ま
だ
調
査
票
が
お
手
元
に
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
）。

<

申
請
窓
口>

　

保
健
福
祉
課

<

助
成
金
額>

自
費
で
支
払
っ
た
金
額
か

ら
村
の
集
団
検
診
自
己
負

担
額
を
引
い
た
額

※

ク
ー
ポ
ン
対
象
の
方
は

検
診
費
用
の
全
額
を
助
成

し
ま
す
。

<

申
請
書
類>

が
ん
検
診
費
用
給
付
申
請

書
（
様
式
第
１
号
）、
検
診

領
収
証
、
検
診
結
果
、
申

請
書
は
役
場
保
健
福
祉
課

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保健福祉課　79-2233

がん検診種類 実施内容 対象年齢 助成額（上限）

乳がん検診

超音波検査 ３０～３９歳 4,700円

子宮頸がん検診 細胞診 ２０歳以上 3,050円

胃がん検診 胃部レントゲン
撮影

３０歳以上 4,000円

大腸がん検診 便潜血反応 ３０歳以上 1,380円

肺がん検診 胸部レントゲン
撮影 ３０歳以上 2,100円

C・B型肝炎
ウイルス検診

血液検査 ４０歳以上で過去に
受けたことがない者 2,050円

マンモグラフィ
４０～４９歳(１方向)
５０歳以上(2方向)

3,050円
4,700円

健
診
結
果
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
！

　

健
診
結
果
の
見
方
や
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
の
相
談
、
健
康

講
座
等
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

人
間
ド
ッ
ク
や
職
場
健
診
等
を

受
け
た
方
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

７
月
19
日
（
水
）・
20
日
（
木
）・

21
日
（
金
）

９
時
30
分
〜
18
時
00
分

場
所

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

保健福祉課　79-2233

村 か ら の お 知 ら せ 村 か ら の お 知 ら せ
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一般財団法人西粟倉むらまるごと研究所

西
粟
倉
百
年
の
森
林
で
ん
き

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
５
月
16
日
（
火
）
に
あ
わ
く
ら
会
館
で
西
粟
倉
百
年
の
森
林
で
ん
き
㈱（
通

称
「
百
森
で
ん
き
」）
の
設
立
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
百
森
で
ん
き
は
、
村
の

公
共
施
設
や
個
人
の
屋
根
な
ど
で
太
陽
光
発
電
を
行
い
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
電
力
を
安
く
供
給
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。
資
本
金

は
２
０
０
０
万
円
で
、
村
が
33.
４
％
に
当
た
る
６
６
８
万
円
を
出
資
し
、
そ
の

外
に
㈱
中
国
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
㈱
ち
ゅ
う
ぎ
ん
エ
ナ
ジ
ー
な
ど
３
社
と

代
表
取
締
役
１
名
の
株
主
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
者
取
締
役
に
は
、
昨
年
か
ら
設
立
準
備
を
進
め
て
い
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
寺
尾
武
蔵
さ
ん
が
就
任
し
、
脱
炭
素
先
行
地
域
の
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
公
共
施
設
10
か
所
や
村
営
住
宅
で
太
陽

光
発
電
を
始
め
ま
す
。
村
は
、こ
の
太
陽
光
発
電
に
合
わ
せ
て
蓄
電
池
や
EV
自

動
車
用
の
充
電
器
な
ど
を
整
備
し
、
電
力
の
自

給
率
を
高
め
る
こ
と
で
公
共
施
設
の
光
熱
費
の

削
減
や
災
害
時
に
開
設
さ
れ
る
避
難
所
な
ど
の

電
力
自
給
を
進
め
ま
す
。

　

脱
炭
素
先
行
地
域
の
事
業
が
進
ん
だ
後
に
、

個
人
の
家
庭
や
企
業
の
工
場
や
事
務
所
で
の
太

陽
光
発
電
も
予
定
し
て
お
り
、
百
森
で
ん
き
に

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
を
申
し
込
む
こ
と

で
家
庭
で
も
環
境
に
や
さ
し
い
電
力
を
安
く
利

用
で
き
る
よ
う
事
業
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

む
ら
ま
る
ご
と
研
究
所
通
信

                     vo
l.20

【
新
任
研
究
員
の
ご
紹
介
】

こ
ん
に
ち
は
、
６
月
１
日
よ
り
新
し
く
研
究
員
と
し

て
着
任
し
た
、
江
角
と
榊
原
で
す
。
今
月
の
む
ら
ま

る
ご
と
研
究
所
通
信
で
は
、
簡
単
に
私
た
ち
の
自
己

紹
介
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
江
角
友
美
（
エ
ス
ミ
・
ト
モ
ミ
）

兵
庫
県
伊
丹
市
よ
り
移
住
し
、
研
究
所
で
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
時
の
支
援
業
務
を
担
当
し
ま
す
。
趣

味
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
、
２
羽
の
小
鳥
と
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

●
榊
原
万
莉
子
（
サ
カ
キ
ハ
ラ
・
マ
リ
コ
）

長
野
県
松
本
市
よ
り
移
住
し
ま
し
た
。
研
究
所
で
は

所
内
管
理
業
務
、
及
び
広
報
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

村
で
は
、
自
然
を
楽
し
ん
だ
り
、
家
の
畑
で
野
菜
を

育
て
た
り
し
て
み
た
い
で
す
。

西
粟
倉
村
で
生
活
を
始
め
た
ば
か
り
の
私
た
ち
を
、

温
か
く
見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
少
し
ず
つ

村
内
の
皆
様
と
繋
が
り
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
自
己
紹
介
の
詳
細
は
n
o
t
e
の

ペ
ー
ジ
か
ら
も
御
覧
頂
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

↑note のページ
榊原さん 江角さん

太
陽
光
発
電
で
環
境
に
や
さ
し
く
安
い
電
力
を
供
給
し
ま
す
。

　
　

生
物
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

こ
の
２
つ
の
図
で
は
、
多
様
性
の
有
無
に
よ
る
違
い
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
多
様
で
な
い
世
界
で
は
、
あ
る
一
種
が
絶
滅
ま
た
は
数

が
減
少
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
食
物
連
鎖
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
人
の
生
活
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
村
に
鹿
が

増
え
て
い
る
状
態
と
同
様
の
現
象
で
す
。）

　

人
の
生
活
と
生
物
の
多
様
性
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
な
い
が
し
ろ

に
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

次
号
で
は
、
具
体
的
に
生
活
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
り
、

何
が
で
き
る
？
を
説
明
す
る
予
定
で
す
。

                        

　

地
方
創
生
推
進
室　

萩
森

未
来
都
市
に
し
あ
わ
く
ら

S
D
G
s

物
の
多
様
な
状
態
っ
て
？

36
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特
色
あ
る

教
育
通
信

　
西
粟
倉
小
学
校
４
年
生
の
女
子
児
童
が
「
劇
を
や
り
た
い
！
」
と
の
こ

と
で
「
森
の
に
し
あ
わ
く
ら
っ
こ
劇
団
〜
西
粟
倉
の
自
然
を
添
え
て
〜
」

が
４
月
か
ら
始
動
し
ま
し
た
。集
ま
っ
た
劇
団
員
は
１
〜
６
年
生
の
５
名
。

　

台
本
作
り
か
ら
始
め
、
元
々
あ
る
お
話
し
の
パ
ロ
デ
ィ
を
作
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
衣
装
や
効
果
音
も
決
め
て
い
き
ま
す
。「
も

う
少
し
こ
う
し
た
ら
面
白
そ
う
」「
西
粟
倉
で
や
る
ん
だ
か
ら
こ
ん
な

感
じ
に
し
た
ら
い
い
と
思
う
！
」
と
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
重
な
り
ま

す
。「
音
は
こ
ん
な
音
が
い
い
！
」「
こ
の
大
道
具
は
ど
う
や
っ
て
作
ろ

う
？
」
と
、
５
人
の
世
界
観
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

台
本
作
り
や
チ
ラ
シ
作
り
、
備
品
の
借
用
書
作
成
な
ど
初
め
て
だ
ら

け
の
こ
と
に
苦
戦
し
な
が
ら
、
思
い
描

く
舞
台
を
形
に
す
る
た
め
に
、
協
力
し

合
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

劇
の
衣
装
代
を
あ
わ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
で

で
寄
付
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
に
も
応

募
し
て
い
ま
す
（
ぜ
ひ
応
援
お
願
い
し

ま
す
）。

　
「
劇
を
観
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
！
」
と

い
う
、
子
ど
も
た
ち
の
想
い
が
た
く
さ

ん
の
人
に
届
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
今
井
晴
菜

森
の
に
し
あ
わ
く
ら
っ
こ
劇
団　

始
動
！
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智
頭
往
来

－

志
戸
坂
峠
越
を
発
掘
調
査
し
ま
し
た

　
智
頭
往
来

－

志
戸
坂
峠
越
は
村
の
歴
史
を
語
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
あ
り
、

将
来
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
村
で
は
国
の
史
跡
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
こ
の
遺
跡
の
価
値
付
け
が
必
要
と
な
り
、基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、

発
掘
調
査
を
令
和
４
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、５
月
２２ 

日
〜

６
月
５
日
の
期
間
で
実
施
を
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
調
査
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

﹇
概
要
﹈
因
幡
国
と
美
作
国
境
の
志
戸
坂
峠
を
越
え
る
智
頭
往
来
は
、
古
く
は

平
安
時
代
の
律
令
政
府
が
定
め
た
、国
司
通
行
の
官
道
で
あ
り
、因
幡
国
司
平

時
範
が
京
よ
り
赴
任
す
る
際
に
通
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
確
実
に
道
の

歴
史
が
追
え
る
の
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。江
戸
時
代
に
は
、因

幡
藩
主
池
田
光
政
よ
り
代
々
、志
戸
坂
峠
を
越
え
、参
勤
交
代
の
要
道
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
各
藩
に
よ
り
道
が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。そ
の
後
、明
治
時
代
に
入
り
、西
粟
倉
村
側
で
は
岡
山
県
に
よ
り
車
道
の

開
設
が
行
わ
れ
た
記
録
が
あ
り
、昭
和
９
年
に
至
る
ま
で
岡
山
県
と
鳥
取
県
と

つ
な
ぐ
主
要
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。現
在
は
農
林
業
や
生
活
道
路
と
し

て
使
用
さ
れ
つ
つ
、地
元
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
お
り
、

平
成
８
年
に
は
歴
史
の
道
百
選
に
選
定
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

志
戸
坂
発
掘
調
査

　
５
月
２６ 

日（
金
）、谷
口
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
令

和
５
年
度
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ｇ
Ｂ

協
会
か
ら
５
チ
ー
ム
、
議
会
か
ら

１
チ
ー
ム
の
計
６
チ
ー
ム
が
優
勝

を
目
指
し
て
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
３７ 

回 

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優　

勝　
　

長
尾
チ
ー
ム

準
優
勝　
　

筏
津
チ
ー
ム

第
３
位　
　

大
茅
チ
ー
ム

　
第
９
回
目
と
な
る
村
長
杯
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
５
月
２９ 

日

（
月
）、
谷
口
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、

室
内
で
の
開
催
で
し
た
が
、
多
く

の
参
加
者
が
和
気
あ
い
あ
い
と
親

睦
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
入
賞
の
皆
さ
ま
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
９
回
村
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優　

勝　
　

萩
原
純
子
さ
ん

第
２
位　
　

桐
山
修
三
さ
ん

第
３
位　
　

榎
原
勝
義
さ
ん

第
４
位　
　

建
元
泰
博
さ
ん

第
５
位　
　

榎
原
映
子
さ
ん

県境付近を発掘中 明治に整備された国道
と思われる側溝が出現

「茶屋跡」と言われている
場所も調査



あ
わ
く
ら
大
学
５
月
講
座

お
し
え
て
ね
ん
き
ん

村 か ら の お 知 ら せ 村 か ら の お 知 ら せ

広報にしあわくら 7 月号　　2425             　　広報にしあわくら 7 月号　　

教育委員会　79-2216

付
加
保
険
料
制
度
に
つ
い
て

　
　

　

付
加
保
険
料
制
度
は
、

国
民
年
金
の
一
般
保
険
料

に
加
え
て
付
加
保
険
料

（
月
々
４
０
０
円
）
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る

た
め
に
は
、
申
し
込
み
が

必
要
で
あ
り
、
申
し
込
み

を
し
た
月
分
か
ら
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方

は
、
村
役
場
ま
た
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
へ
速
や
か

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

産
前
産
後
期
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
に
な

り
ま
す
。

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
４
か
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
。

　

届
出
は
、
出
産
予
定
日

の
６
か
月
前
か
ら
で
き
ま

す
の
で
、
お
早
め
の
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。 

届
出

の
用
紙
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
を
す
る
か
、
村
役
場

の
窓
口
ま
た
は
年
金
事

務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

お問合せ　
津山年金事務所　
0868-31-2360

「
兼
題
」

選
者
吟

五
月
雨

六
月
の
花

自
由
題

ト
ン
ネ
ル
を
出
れ
ば
因
幡
の
栗
の
花

あ
わ
く
ら
俳
句
教
室　

六
月
句
会　
　
　

 

選
者　

乾　

北
星

○
次
回
は
七
月
十
七
日
（
月
）
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午
後
一

時
三
〇
分
か
ら
あ
わ
く
ら
会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

丁
寧
に
教
え
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

さ
さ
百
合
を
抱
き
て
下
り
し
日
の
記
憶　
　

春
名
サ
ラ

新
調
の
麦
わ
ら
帽
子
鍔
か
た
し　
　
　
　
　

小
椋
仁
美

六
月
の
雨
に
息
づ
く
も
ら
ひ
苗　
　
　
　
　

小
坂
康
子

ピ
ン
ポ
ン
に
打
ち
込
む
我
に
若
葉
風　
　
　

春
名
知
子

蝉
生
る
一
枚
の
葉
の
静
け
さ
に　
　
　
　
　

宮
本
竜
治

五
月
雨
や
小
唄
の
節
を
外
す
者　
　
　
　
　

乾　

沙
織

※

俳
句
を
作
る
基
本

・
見
た
情
景
を
そ
の
ま
ま
書
く
・
感
情
は
書
か
な
い

「
親
」

「
パ
ニ
ッ
ク
」

「
異
変
」

「
自
由
吟
」

話
し
好
き
母
は
ど
こ
で
も
友
が
出
来　
　
　

清
水　

早
苗

親
だ
か
ら
頼
め
る
事
が
多
く
あ
る　
　
　
　

河
野　

孝
子

ブ
レ
ー
キ
を
違
え
悲
し
い
老
い
の
事
故　
　

井
上　

吉
男

異
変
お
き
地
震
で
列
島
休
ま
れ
ず　
　
　
　

西
本　

栄
子

孫
の
笑
み
夫
婦
げ
ん
か
も
小
休
止　
　
　
　

河
野　

紀
子

陽
ざ
し
受
け
葉
脈
き
ら
り
梅
雨
晴
れ
間　
　

熊
見
ま
ち
こ

紫
陽
花
も
雨
に
打
た
れ
て
夏
を
待
ち　
　
　

建
元　

照
子

粟
の
実
川
柳
社　

令
和
五
年
五
月
句
会
か
ら

俳

句

川

柳

保健福祉課　79-2233

私
た
ち
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
で
す

　
私
た
ち
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、み
な
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
健
診
の
受
診
勧
奨
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
普
及
啓
発
、
食
育

活
動
、
子
ど
も
の
健
診
や
村
の
健
診
の
お

手
伝
い
等
で
す
。
５
／
23 

〜
５
／
26
の

総
合
健
診
で
は
、
受
診
者
の
方
へ
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
に
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
食
品
モ
デ
ル
の
展
示
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
西
粟
倉

村
で
は
、
高
血
圧
症
で
外
来
受
診
さ
れ
て

い
る
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
ラ
ー
メ

ン
、
う
ど
ん
の
汁
を
半
分
残
す
だ
け
で
塩

分
摂
取
を
半
分
に
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
食

品
モ
デ
ル
や
、
カ
ッ
プ
麺
１
杯
で
１
日
の

目
安
と
さ
れ
る
塩
分
を
摂
っ
て
し
ま
う

な
ど
、
食
品
に
含
ま
れ
る
塩
分
を
表
示
し

減
塩
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
元
気
、心
と
体
の
健
康
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
、
今
年
度
は
13 

人
の
委
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
各
地
区
に

お
り
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な

く
て
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
19 

日（
金
）に
、
あ
わ
く
ら

会
館
百
森
ひ
ろ
ば
に
て
、
５
月
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
冊
子
「
山
村
の

暮
ら
し
と
山
仕
事
」
に
つ
い
て
と
題

し
、
大
茅
の
井
上
吉
男
さ
ん
と
井
上

義
徳
さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
井
上
さ
ん
お
二
方
は
、
大
茅
地

区
で
と
て
も
活
発
に
活
動
さ
れ
、
２

０
１
５
年
か
ら
大
茅
地
区
活
性
化
協

議
会
を
有
志
10
人
ほ
ど
で
立
ち
上

げ
、
大
茅
芝
桜
公
園
を
ベ
ー
ス
に
押

し
花
教
室
や
苗
植
え
等
様
々
な
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一

つ
に
、
大
茅
の
８０ 

代
９０ 

代
の
方
の

記
憶
を
も
と
に
冊
子
を
作
ら
れ
、
そ

の
経
緯
や
冊
子
の
内
容
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
写
真

を
も
と
に
、
家
屋
や
農
業
、
当
時
の
結

婚
式
の
様
子
な
ど
お
話
い
た
だ
き
、

受
講
中
の
大
学
生
の
懐
か
し
い
写
真

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６
月
講
座
で
は
、
こ
の
お
話
を
も

と
に
大
茅
を
巡
る
予
定
で
す
。



● 人口　1,360人（6）

● 世帯　598戸 （6）

令和5年6月1日現在の動き人の動き 5月中の移動

出生
死亡
転入
転出

　● 男 644人  （3）

● 女   716人 （3）

1 人
1 人
9 人
3 人

社協だより地域福祉推進
のために

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

令和４年度　西粟倉村社会福祉協議会事業報告並びに決算報告

毎月広報係が内容を精査し、掲載の可否を決定します。（15日頃までの投稿を次号へ掲載）
事業性のある広告は一般チラシとして有料で折り込みを受け付けています。留意事項

お知らせ
「広報にしあわくら」についての意見・要望、ご自身のやっていること・やりたい
ことを紹介したい、協力者募集等々どなたでもお気軽に投稿してください。
村内企業限定で求人情報も掲載します。

［ 投 稿 方法 ］
・パソコン・スマートフォンから…
西粟倉村役場ホームページにアクセス→ 画面上「お問い合わせ」→「村民掲示板」へ

・あわくら会館内（図書館受付）に設置してある掲示板用紙を投稿箱へ

村民掲示板ページ QRコード

や
り
た
い
こ
と
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し
た
い
！

協
力
者
募
集
！
な
ど
の
声
を
大
募
集
＆
発
信
中
！

■ 幸せ多い人生を

舟橋　直哉　様　＜塩谷＞　（和知）れんげ　様　＜塩谷＞

大橋　由尚　様　＜大茅＞　（喜多）翔子　様　＜岡山市＞

■ お誕生おめでとう

林　帆野ちゃん　　6月14日生まれ　（別府）　お父さん　大介さん
お母さん　春野さん

第 12 回村老連杯囲碁ボール大会

　来る６月１日（木）に約３年ぶりに全員参加の村老連杯囲碁ボール大会を開催しました。
当日は、７７名１６チームの参加があり、白熱した試合を繰り広げられ久しぶりに地区を超えて
の親睦交流が行われました。

広報にしあわくら 7 月号　　26

　西粟倉村社会福祉協議会は地域で暮らす方々の参加・協力のもと「住み慣れた村で誰もが安心して
暮らすことができる福祉の村づくり」の実現を目指して以下の事業を展開しました。

☆ 法人運営
・理事会の開催
・評議員会の開催
・社協会員の状況
（個人会員 375 名
団体会員 10 団体）

☆ 地域福祉活性化事業
・いきいきふれあいサロンの活動支援
（高齢者の憩いの場・ふれあいの集い）

・地区サロン学習会の実施
・中央サロン　よりみちの運営
・介護予防事業（はなの会）
・外出支援サービス事業（福祉バス）
・日常生活自立支援事業
・生活福祉資金特例貸付事業
・弁当配食サービス事業
・買い物ツアー事業（引きこもり防止）
・ミニシルバーセンター事業
（高齢者いきがいづくり）

☆ その他の事業
・赤い羽根共同募金運動
・日本赤十字事業
・地域包括支援センターとの

協働事業
・ふれあい祭り（福祉大会）

☆ ボランティア活動事業
・ボランティア活動協力校
（幼稚園・小学校・中学校）

・生活応援センター事業（楽々）
・一時預かり託児（おひさま）

子育て支援
・夏のボランティア体験事業

　【団体戦結果】
優　勝　　筏 津 Ｂ
準優勝　　志戸坂Ｂ
第３位　　筏 津 Ａ

　【個人戦結果】
優　勝　　河野　和彰さん（下土居）
準優勝　　政久美禰子さん（谷　口）
第３位　　小椋　正道さん（別　府）
おめでとうございます！

収　入　科　目 決　算　額 支　出　科　目 決　算　額

会費収入 462,500 人件費支出 19,172,021

寄付収入 200,000 事業費支出 3,912,415

補助金収入 5,010,395 事務費支出 3,958,057

受託金収入 7,862,601 助成金支出 58,750

利用料収入 468,550 施設整備等支出 11,432,968

その他の収入 344,149 支　出　合　計 38,534,211

福祉有償収入 817,440

受取利息
配当金収入他

150,000

収　入　合　計 15,315,635 活動増減差額 △23,218,576

令和 4 年度　一般会計収支決算報告
令和 4 年度事業実施に伴う一般会計収支
決算状況を右記のとおりご報告いたします。

【収入の部】　　　　（単位：円）　 【支出の部】　　　　（単位：円）

はやし　ほの

■ 亡くなられた方

建元　卓男　様　  （筏津）　6月19日　85歳

善意の窓 令和5 . 5 . 2 6  ～  令和5 . 6 . 2 7

● おめでとうございます 大茅　大橋　由尚　様　　　本人　　　結婚内祝

広報にしあわくら６月号、川柳記事にて誤りがありました。　正：清水　早苗　様　　お詫びして訂正いたします。
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と
森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携
により実現した「森の町内会－間伐に寄与する
紙－」を使用しています
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日

月

スマートフォンの会13:30-（むlabo/旧JA）
小児歯科検診13:30-（いきいきふれあいセンター）

あわくら大学

あわくら大学

健 診 結 果 相 談 会（P 1 8）

海の日　図書館休館日

図書館休館日
納付期限：固定資産税第 2期

国民健康保険税 7月期
後期高齢者医療保険料第 1期

河川愛護デー

むlaboオープンデー10:00-17:00(む labo/ 旧 JA）

　６月４日（日）作州武蔵カントリー倶楽部にて、
西粟倉村体育協会主催による「第２９回村民ゴル
フ大会」が開催されました。当日は晴天に恵まれ
て気持ちの良いプレーを行うことができました。
大会には３０名の方が参加してくださり上位対決
は最後まで白熱しました。来年は３０回記念大会
になりますので、来年はぜひ皆様ご参加ください。

　優　勝：白岩　俊三　さん
　準優勝： 關 　和文　さん
　３　位：白岩　秀之　さん
　おめでとうございます！！

教育委員会

第29回村民ゴルフ

PICK UP!

山口  粋  （やまぐち すい）
令和４年7月２3日生まれ
塩谷地区
父：祐史
母：千夏
好きな食べ物:パン、豆腐、
バナナ
興味あるもの : 兄
メッセージ:お兄ちゃんが
大好きなスイくん！
スクスク大きくなぁ～れ！

1 歳お誕生日おめでとう！




